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各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 ７月21日㈭・８月18日㈭
10時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島県北部こども家庭

センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 ８月４日㈭10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 ８月２日㈫・８月16日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

東城 ８月４日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

高野 ８月９日㈫13時～15時 高野支所

比和 ８月18日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター

総領 ８月10日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ８月18日㈭13時～15時30分 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 ８月18日㈭13時30分～15時30分 西城支所 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

高野 ８月９日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和 ８月18日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 ８月10日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談

東城 ７月22日㈮13時～16時 東城支所
広島弁護士会による無
料相談。要予約。

広島弁護士会
☎0120-969-214　口和 ８月５日㈮13時～16時 口和保健福祉センター

総領 ８月19日㈮13時～16時 総領保健福祉センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

認知症カフェ
庄原

「とんぼ」
7月19日㈫・8月2日㈫
13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・ 情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課高齢者福祉係
☎0824-73-1165　

東城
「おれんじカフェ・ええ塩

あんばい

梅」
７月26日㈫13時30分～15時

東城自治振興センター 相談・ 情報交換
参加費１００円

東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

障害者相談員
定 期 相 談 会 ８月８日㈪13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター 身体 社会福祉課障害者福祉係

☎0824-73-1210

身体障害者　
補装具判定会【肢体】７月21日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談を

あなたの相談をお受けします
※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子手帳交付 7月25日㈪・8月1日㈪・8月15日㈪
９時～17時 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

育児相談 ８月９日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（ＪＲ備後庄原駅舎内） 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問

い合わせください）

母子保健事業
●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255

心が通う教育旅行民泊 吾妻山でソバ合戦

田舎のおいしい野菜活用

　台湾からの教育旅行民泊受け入れ・5/17～ 18 　吾妻山山開き・6/5

　大学生がトウモロコシの種まきを体験・5/14

庄原実業高校の姉妹校である台湾の国立関西高級中
学の高校生 33 人が庄原市を訪れ、実業高校での学校
交流会の後、比和町三河内地区と高野町合わせて 12
軒の受け入れ家庭に分かれて１泊しました。

生徒たちははじめ、言葉が通じず不安そうな表情を
浮かべていましたが、それぞれの家庭で着物の着付け
や、高野産の野菜を使った日本食の調理などを体験し、
受け入れ家庭との交流を笑顔で楽しんでいました。

受け入れをした高野町の田
た な か せ つ こ

中節子さんは「海外の生
徒の受け入れに言葉が通じず戸惑ったが、一緒に過ご
すうちに心はしっかりと通じた。彼らにとって高野町
が心の古里になってくれるとうれしい」と話していま
した。

毎年恒例の吾妻山山開き。登山者の安全を祈願する神
事式と神楽の奉納が行われました。本年は、比和町と共
に吾妻山を囲む島根県奥出雲町と合同で、初の試み「神
話の里　ソバ合戦」が企画されました。「ソバ合戦」では、
比和のソバと奥出雲のソバを食べ比べ、おいしいと思っ
た方に箸で投票しました。

ソバ券の販売所では、券の販売開始前から行列ができ
ていました。比和町の松

ま つ の ま さ ゆ き

野昌幸くん（小学２年）は「奥出
雲のソバはやわらかい。比和のソバの方がかたくておい
しい」などと話していました。

投票の結果は、比和のソバが「２１０票」、奥出雲のソ
バが「２２２票」を獲得し、僅差で奥出雲のソバに軍配が
上がりました。

西城町三坂の前
ま え だ

田忠
た だ く に

邦さんの農地を借りて、広島経済大学興動館プロジェクトのカフェ運営プロジェクトで活
動する学生14 人がトウモロコシの種まきをしました。

本プロジェクトは、「大学で運営するカフェで西城町産のトウモロコシを使ったメニューを提供できないか」と
いう取り組みの一環で、八鉾自治振興区の協力を得て実現しています。

学生は作業後、メニューポップを作成し、地元産のキャベツなどを使った春野菜のクリームパスタを昼食として
調理。その日にお世話になった人などにごちそうしました。

プロジェクトリーダーの河
か わ か み た く や

上琢哉さんは、「昨年はトマトの栽培について取り組んだが、継続することで、当プロ
ジェクトと庄原市の間で人とものがお互いに行き交うような関係になれれば」と話していました。

№7

▲日本食の調理体験をする生徒たち ▲奥出雲のソバ（左）と比和のソバ（右）

№8№9

▲種まきをする学生 ▲学生が作成したメニューポップ
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そ  

の  

他

催　
　

し

募　
　

集

し
ま
す
。

と
き　

８
月
２
日
㈫

12
時
30
分
受
付
開
始

13
時
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校

（
三
次
市
東
酒
屋
町
字
敦
盛

５
１
８
‐
１
）

内
容

　

本
校
の
教
育
内
容
の
説
明
の
ほ

か
、
校
内
見
学
、
講
義
受
講
体
験
、

個
別
進
路
相
談
、
白
衣
を
着
て
の

記
念
撮
影
。
看
護
技
術
体
験
と
し

て
、
身
体
観
察
用
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

を
用
い
た
観
察
体
験
、
人
形
を

使
っ
た
救
急
蘇
生
法
、
血
圧
測

定
、
手
浴
、
新
生
児
の
沐
浴
、
注

射
器
具
展
示
と
使
用
方
法
の
解
説

な
ど
。

　

展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
学
生
生

活
、
本
校
入
学
試
験
過
去
問
題
、

テ
キ
ス
ト
な
ど
を
準
備
し
て
い
ま

す
。

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校　

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
５
１
４
１

備
北
地
区
消
防
組
合　
　
　

消
防
吏
員
募
集

募
集
人
員　

数
名
程
度

受
験
資
格

　

平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

８
月
12
日
㈮　

17
時

問
い
合
わ
せ

庄
原
観
光
い
ち
ば
ん
協
議
会
事
務

局
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
９

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
28
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
ま
す
。
放
送
大
学
は
テ

レ
ビ
な
ど
の
放
送
や
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
学
ぶ
通
信
制

の
大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学

な
ど
、幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

大
学
説
明
会
（
庄
原
会
場
）
を

７
月
９
日
㈯
・
８
月
６
日
㈯
に
開

催
予
定
で
す
。

　

出
願
期
間
は
９
月
20
日
㈫
ま

で
。
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
広

島
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く

だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
‐
２
４
７
‐
４
０
３
０

三
次
看
護
専
門
学
校
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

　

看
護
教
育
の
内
容
や
学
生
生
活

の
様
子
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催

11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
。

試
験
日
お
よ
び
場
所

■
第
一
次
試
験
…
９
月
18
日
㈰

備
北
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
大

会
議
室

※
第
二
次
試
験
に
つ
い
て
は
第
一

次
試
験
合
格
者
に
通
知

試
験
内
容

■
第
一
次
…
教
養
・
消
防
適
性
検

査
・
作
文
・
体
力
検
査

■
第
二
次
…
個
人
面
接

申
込
受
付
期
間

８
月
１
日
㈪
～
25
日
㈭

※
募
集
要
項
は
備
北
地
区
消
防
組

合
各
消
防
署
で
直
接
入
手
す
る

か
、
備
北
地
区
消
防
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.119-
bihoku.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

備
北
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
総

務
課

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
９
５
７
３

第
66
回
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
庄
原
市
推
進
大
会

　

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
の
強
調
月
間
で
す
。
こ
の

運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

時
悠
館
夏
休
み
特
別
展

●
庄
原
格
致
高
等
学
校
写
真
部
作

品
展

　

第
40
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭「
２
０
１
６
ひ
ろ
し
ま
総
文
」

写
真
部
門
の
広
島
県
代
表
校
の
作

品
50
点
を
展
示
し
ま
す
。

と
き

７
月
17
日
㈰
～
８
月
28
日
㈰

と
こ
ろ　

時
悠
館

問
い
合
わ
せ

時
悠
館

☎
０
８
４
７
７
‐
６
‐
０
１
６
１

帝
釈
峡
ウ
ォ
ー
ク

　

緑
ま
ぶ
し
い
国
定
公
園
帝
釈
峡

で
、
清
流
沿
い
の
遊
歩
道
を
コ
ー

ス
に
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
メ
イ

ン
会
場
で
は
、
山
の
幸
を
堪
能
す

る
バ
ザ
ー
や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。

と
き　

７
月
17
日
㈰

と
こ
ろ　

帝
釈
峡
ま
ほ
ろ
ば
の
里

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
料　
　

○
か
わ
せ
み
コ
ー
ス
５
０
０
円

（
小
学
生
２
０
０
円
）

○
は
ん
ざ
き
コ
ー
ス
１
０
０
０
円

（
小
学
生
５
０
０
円
）
※
小
学
生

以
上
が
対
象

問
い
合
わ
せ

帝
釈
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
実
行

委
員
会
（
帝
釈
自
治
振
興
区
内
）

☎
０
８
４
７
７
‐
６
‐
０
０
５
５

第
51
回　
　
　
　
　
　
　
　

庄
原
市
少
年
少
女
水
泳
記
録
会

　

市
内
19
校
の
小
学
５
・
６
年
生

が
参
加
し
、
背
泳
ぎ
、
平
泳
ぎ
、

バ
タ
フ
ラ
イ
、
自
由
形
、
２
０
０

ｍ
リ
レ
ー
、
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
で

自
己
最
高
記
録
・
チ
ー
ム
最
高
記

録
に
挑
戦
し
ま
す
。
本
年
で
51
回

目
と
な
る
歴
史
あ
る
大
会
で
す
。

　

多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
参
加
と

一
生
懸
命
に
競
技
す
る
選
手
へ
の

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き　

７
月
22
日
㈮

８
時
45
分
開
会
予
定

と
こ
ろ

西
城
温
水
プ
ー
ル
「
水
夢
」

問
い
合
わ
せ　

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー　
　
　
　

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

　

庄
原
観
光
い
ち
ば
ん
協
議
会

主
催
の
庄
原
さ
と
や
ま
ガ
ー
デ

ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
実
施
す
る

“
山
陰
・
山
陽
花
め
ぐ
り
ガ
ー
デ

ン
シ
ョ
ー
”
の
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま

す
。

と
き

10
月
8
日
㈯
～
10
日
㈪

※
作
品
搬
入
出
・
製
作
は
こ
の
前

後と
こ
ろ

国
営
備
北
丘
陵
公
園

募
集
部
門

ガ
ー
デ
ナ
ー
部
門

作
品
仕
様

縦
横
１
８
０
㎝
×
高
さ
２
０
０
㎝

の
ミ
ニ
ガ
ー
デ
ン
、
形
状
は
自
由

応
募
資
格

個
人
・
団
体
・
企
業
不
問

出
展
助
成

出
展
に
係
る
経
費
（
人
件
費
を
除

く
）
を
助
成
（
上
限
３
万
円
）

作
品
制
作

搬
入
・
製
作
・
搬
出
に
つ
い
て
は

出
展
者
と
別
途
調
整

出
展
特
典

作
品
周
辺
で
出
展
者
の
Ｐ
Ｒ
が
可

能
※
制
限
あ
り

賞
金

金
賞
10
万
円
／
銀
賞
５
万
円
／
銅

賞
３
万
円

※
詳
細
は
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

専
用
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
事
務
局
へ
提
出

募
集
期
限

自衛官募集　～平和を仕事にする～
募集項目 応募資格 受付期間 試験期日

航空学生 高卒（見込み含む）21歳未満
7月1日㈮～9月8日㈭

1次試験：9月22日㈭
2次試験：10月15日㈯～20日㈭
3次試験：11月12日㈯～12月15日㈭

一般曹候補生
18歳以上27歳未満

1次試験：9月16日㈮・17日㈯のいずれか1日を指定
2次試験：10月6日㈭～12日㈬のいずれか1日を指定

自衛官
候補生

男子 随時 受け付け時にお知らせします
女子 7月1日㈮～9月8日㈭ 9月23日㈮～27日㈫のいずれか1日を指定

※待遇、給与など詳しくは、自衛隊広島地方協力本部ホームページをご覧になるか、三次地域事務所（☎ 0824-62-0350）にお問い合わせください。 

広島地本 検索

を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
す
。

　

こ
の
運
動
の
推
進
大
会
を
庄
原

市
で
開
催
し
ま
す
。

と
き　

７
月
11
日
㈪

13
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容

総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
、

講
演
、
街
頭
で
の
啓
発
活
動

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に　

つ
い
て
の
お
願
い

　

広
島
県
バ
ス
協
会
で
は
、
走
行

中
の
バ
ス
車
内
で
の
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、「
車
内
事
故
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、
転

倒
な
ど
思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
バ
ス
か
ら
降
り
る

際
は
、
停
留
所
に
着
い
て
扉
が
開

い
て
か
ら
立
ち
上
が
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
バ
ス
は
や
む
を
得
ず
急

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
立
っ
て
乗
る
場
合
は
、
つ

り
革
や
握
り
棒
に
し
っ
か
り
つ
か

ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

公
益
社
団
法
人
広
島
県
バ
ス
協
会

☎
０
８
２
‐
２
６
１
‐
３
２
３
８

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）
を
更
新
し
ま
す

　

現
在
ご
使
用
の
国
民
健
康
保
険

の
保
険
証
は
、
７
月
31
日
㈰
で
有

効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

　

８
月
１
日
㈪
か
ら
有
効
と
な
る

新
し
い
保
険
証
を
、
７
月
下
旬
に

「
黄
色
の
封
筒
」
で
世
帯
主
宛
て

に
発
送
し
ま
す
。
人
数
の
多
い
世

帯
（
被
保
険
者
が
５
人
以
上
）
は
、

封
筒
が
複
数
に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

８
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
な

ど
で
受
診
す
る
際
は
、
新
し
い
保

険
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。ま
た
、

有
効
期
限
の
切
れ
た
保
険
証
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
破
棄
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
他
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
場
合
は
国
民
健
康
保
険

の
資
格
喪
失
手
続
き
が
必
要
で

す
。
市
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係
ま

た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
（
東
城

支
所
は
市
民
生
活
室
）
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
国
保
年
金
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
８

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市

民
生
活
室

被
爆
二
世
健
診
実
施
の　
　

お
知
ら
せ

　

被
爆
二
世
の
方
は
健
康
診
断
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
者

両
親
の
い
ず
れ
か
が
原
子
爆
弾
被

爆
者
で
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
広
島
県
内
在
住
の
方

・
広
島
被
爆
に
つ
い
て
は
昭
和
21

年
６
月
１
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

・
長
崎
被
爆
に
つ
い
て
は
昭
和
21

年
６
月
４
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

申
し
込
み
方
法

　

保
健
医
療
課
や
各
支
所
市
民
生

活
室
、
地
域
振
興
室
な
ど
に
設
置

し
て
あ
る
専
用
は
が
き
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
受
診
希
望
日
の
２

週
間
前
ま
で
に
郵
送
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
広
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
電
子
申
請
に
よ
っ
て
申
し
込
み

で
き
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

平
成
29
年
１
月
31
日
㈫
ま
で
※
消

印
有
効

実
施
期
間

平
成
29
年
２
月
28
日
㈫
ま
で

（
た
だ
し
精
密
検
査
は
平
成
29
年

３
月
10
日
㈮
ま
で
）

検
査
費
用

無
料
（
被
爆
二
世
健
診
の
範
囲
に
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お知らせInformation

県立広島大学公開講座②「成分分析の基本的な考え方とその応用」

県立広島大学公開講座①「夏休み おもしろぶつり実験」
　本年度も小学生を対象にした実験講座を行います。「浮力とからだの不思議」を実験を通じて楽しく学び
ます。親子の、または友だち同士の夏休みの思い出として参加してみませんか。多数の皆さんのご参加を
お待ちしています。

　現在、機能性食品などの開発のために成分分析を依頼する企業などが増えつつあります。また、昨年度
から新しい食品の表示制度が始まりました。本講座では、成分分析の基本的な知識を学ぶと同時に、成分
分析を応用した事例の紹介を通じて、県立広島大学が有する分析シーズの応用とその可能性を理解してい
ただくことを目的としています。県立広島大学との連携を希望または検討している方は、ぜひご参加くだ
さい。受講された方には受講証明書を交付します。

と　き　　７月 29 日㈮　13 時～ 16 時 10 分
ところ　　県立広島大学庄原キャンパス３２０１
対象者　　企業、自治体、産学官連携組織、NPO、地域振興関係者など
募集定員　80 人
講座内容　成分分析の基本的な考え方とその応用
講師　　　西村　和之　教授　・　吉野　智之　准教授
申し込み方法
　ファックス、郵便、メールのいずれかで、氏名（ふりがな）、住所、連絡先
を送付してください。企業、団体などの組織として申し込む方は、所属もご
連絡ください。
申込締め切り　７月 25 日㈪（必着）

〒727-0023　広島県庄原市七塚町562　県立広島大学庄原地域連携センター
※受講申込に伴う個人情報は、公開講座以外には使用しません。
問い合わせ　県立広島大学 総務課（地域連携担当）　☎ＦＡＸ 0824-74-1000
　　　　　　　　　　　　 庄原地域連携センター　☎ＦＡＸ 0824-74-1704
                  メール　gakujutu@pu-hiroshima.ac.jp

と　き　　　８月 22 日㈪・24 日㈬　※いずれか 1 日の参加も可能
　　　　　　14 時～ 15 時 30 分　（受付 13 時 30 分～）
ところ　　　県立広島大学庄原キャンパス４４０３実験室
受講対象者　小学校３年生から６年生の児童
　　　　　　※保護者、小学校２年生以下の同伴可能
募集定員　　20 人（保護者などを除く）
実験内容

申し込み方法
　ファックス、郵便、メールのいずれかで、児童の氏名（ふりがな）、保護者などの住所、連絡先を送付し
てください。保護者などが同伴する場合、または、いずれかの日のみ参加する場合は、その旨をお知らせ
ください。
申込締め切り　8 月 10 日㈬（必着）

回 日にち タイトル・講座概要 講師

１ ８月 22 日㈪ 浮力の不思議 加藤　一生（生命環境学部教授）
中村　　悟（保健福祉学部講師）

２ ８月 24 日㈬ からだの不思議 岩谷　和夫（広島県立保健福祉大学名誉教授）
川原田　淳（保健福祉学部教授）

公開講座の
申し込み先

含
ま
れ
な
い
検
査
は
自
己
負
担
）

受
診
場
所　

専
用
は
が
き
と
一
緒
に
医
療
機
関

一
覧
表
を
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
被
爆
者
支
援
課

☎
０
８
２
‐
５
１
３
‐
３
１
１
６

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
５

高
齢
者
の
在
宅
介
護
を　
　

支
援
し
ま
す

　

寝
た
き
り
な
ど
重
度
の
介
護
が

必
要
な
高
齢
者
を
、
在
宅
で
介
護

し
て
い
る
方
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
慰
労
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

手
続
き
な
ど
は
、
高
齢
者
福
祉

課
介
護
保
険
係
ま
た
は
各
支
所
介

護
保
険
担
当
窓
口
、
市
内
の
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

『
在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
慰
労
金

（
前
期
分
）』

◆
支
給
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
方
で
次
の

要
件
全
て
に
該
当
す
る
高
齢
者

を
、
平
成
28
年
２
月
１
日
～
７
月

31
日
の
間
、
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
同
居
家
族
な
ど
。

【
在
宅
高
齢
者
の
該
当
要
件
】

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
居
住
し

て
い
る
人

②
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人

③
在
宅
で
介
護
が
必
要
な
状
態
に

あ
る
人

◆
支
給
額

　

在
宅
で
介
護
し
た
月
数
に
応
じ

て
月
額
５
千
円
。（
医
療
機
関
や

介
護
保
険
施
設
な
ど
に
月
の
初
日

か
ら
終
わ
り
ま
で
入
院
、
入
所
し

て
い
た
月
は
除
く
）

◆
申
請
期
間

８
月
１
日
㈪
～
22
日
㈪

◆
支
給
時
期

９
月
下
旬
に
、
ご
指
定
の
口
座
へ

振
り
込
み
ま
す
。

『
在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
特
別
慰

労
金
』

◆
支
給
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
申

請
書
の
提
出
年
度
の
市
民
税
が
非

課
税
の
世
帯
で
、
次
の
要
件
の
全

て
に
該
当
す
る
高
齢
者
を
、
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
同
居
家
族
な

ど
。

【
在
宅
高
齢
者
の
該
当
要
件
】

　

在
宅
高
齢
者
家
族
介
護
慰
労
金

の
要
件
に
加
え
て
、原
則
１
年
間
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な

か
っ
た
人
で
、
申
請
書
の
提
出
年

度
の
市
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
の

人
。

◆
支
給
額

在
宅
高
齢
者
一
人
に
つ
き
、
年
額

10
万
円
。

◆
申
請
お
よ
び
支
給
の
時
期

随
時
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

な
か
っ
た
期
間
が
１
年
間
に
達
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
以
内
に

申
請
）

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

①
申
請
書
（
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
な
ど
の
確
認
印
が
必
要
）

②
口
座
振
替
依
頼
書
（
す
で
に
提

出
し
て
い
る
方
は
不
要
）

③
印
鑑

※
①
、
②
は
高
齢
者
福
祉
課
介
護

保
険
係
、
各
支
所
介
護
保
険
担
当

窓
口
、
市
内
の
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
に
あ
り
ま
す
。

申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
７

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市

民
生
活
室
（
西
城
支
所
は
、
し
あ

わ
せ
館
内
）

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！全

国
大
会

　

全
国
小
学
生
倉
敷
王
将
戦

（
８
月
６
日
／
倉
敷
市
）

●
低
学
年
の
部

中
川　

雄
太
（
東
小
２
年
）

　

全
日
本
少
年
少
女　
　
　

　

空
手
道
選
手
権
大
会

（
８
月
６
日
・
７
日
／
東
京
武
道
館
）

●
小
学
６
年
生
女
子
個
人
組
手

新
井　
　

椿（
庄
原
小
６
年
）

　　

全
国
中
学
生　
　
　
　
　

　

空
手
道
選
手
権
大
会

（
８
月
26
～
28
日
／
新
潟
市
）

●
男
子
の
部　

個
人
組
手

新
井　
　

蓮（
庄
原
中
３
年
）

中
国
大
会

　

中
国
地
区
空
手
道
選
手
権
大
会

（
７
月
23
日
・
24
日
／
岡
山
市
）

●
小
学
６
年
生
女
子
個
人
組
手

新
井　
　

椿（
庄
原
小
６
年
）

●
中
学
生
男
子
組
手
個
人
戦

新
井　
　

蓮（
庄
原
中
３
年
）

県
大
会

　

広
島
県
小
学
生　
　
　
　
　
　

　

空
手
道
選
手
権
大
会

（
５
月
３
日
／
東
広
島
市
）

●
男
子
個
人
組
手
４
年
生

第
３
位

沼
田　

篤
希（
板
橋
小
４
年
）

●
女
子
個
人
組
手
６
年
生

第
２
位

新
井　
　

椿（
庄
原
小
６
年
）

　

広
島
県
中
学
生　
　
　
　
　
　

　

空
手
道
選
手
権
大
会

（
５
月
４
日
／
東
広
島
市
）

●
男
子
個
人
組
手
３
年
生

第
２
位

新
井　
　

蓮（
庄
原
中
３
年
）

表　

彰

　

中
国
四
国
管
区
行
政
評
価
局
長

　

感
謝
状

行
政
相
談
委
員

井
上　

清
憲（
高
野
町
）

　

市
役
所
な
ど
で
定
例
的
に
行
政

相
談
所
を
開
設
し
、
積
極
的
な
委

員
活
動
や
行
政
相
談
業
務
の
遂
行

に
特
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い

て
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

※「
あ
っ
ぱ
れ
！
庄
原
」
に
該
当
す

る
方
の
情
報
は
、
行
政
管
理
課
広

報
統
計
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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お知らせInformation

農地中間管理事業を活用してみませんか？
農地中間管理事業とは、平成26年度から始まった農地の新しい貸し借りのしくみです

貸付 農地の集積・集約化

農地中間管理機構
一般財団法人広島県森林整備・農業振興財団

○公的機関なので安心
して農地を貸すことが
できます
○賃借料は機構から支
払われます

農地の出し手と受け手をつなぐ農地の中間的
な受け皿として県知事が指定する法人です。
市町、農業委員会、JAなどと連携・協力して
農地の貸し借りを進めていきます。

○長期に安定して集約
化された農地の借入
れができます
○賃借料は機構に支払
うことで事務が一本化
できます

貸付申し込みは
随時受け付け中

地域での話合いにより「人・農地プラン」を
作成した地域で実施します

借受希望者は
公募制です

出し手 受け手

貸付

問い合わせ　農業振興課管理係　☎0824-73-1131

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（http://www.bihoku-park.go.jp/）

4 万本のひまわり畑

備北公園「夏まつり」
７月16日㈯～８月28日㈰開催！

国営備北
丘陵公園
だより

じゃぶじゃぶ池

備
北
公
園
で
水
遊
び
！

　

公
園
内
に
は
い
ろ
い
ろ
な
水

遊
び
エ
リ
ア
が
登
場
！
“
じ
ゃ

ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
”
は
公
園
内
の
キ
ャ

ン
プ
場
に
あ
る
プ
ー
ル
池
で
す
。

キ
ャ
ン
プ
場
利
用
の
方
は
も
ち

ろ
ん
、
公
園
利
用
の
方
も
利
用

で
き
ま
す
。
キ
ャ
ン
プ
場
内
に

専
用
駐
車
場
も
あ
る
の
で
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
大
芝
生
広
場

の“
び
っ
く
り
シ
ャ
ワ
ー
”や“
水

遊
び
コ
ー
ナ
ー
”
な
ど
、
園
内

各
所
で
水
遊
び
が
楽
し
め
ま
す
。

●
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池　

開
催
期
間

７
月
１
日
㈮
～
８
月
28
日
㈰
の

開
園
日
は
毎
日
営
業
！

利
用
時
間　

９
時
30
分
～
18
時

（
入
場
は
17
時
ま
で
）

と
こ
ろ

備
北
オ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ

公園の夏のイベントといえば「夏まつり」。
夏休みの自由研究や宿題にピッタリの
イベントが盛りだくさんです！

触
れ
て
観
察
！　
　
　
　
　

カ
ブ
ト
ム
シ
ド
ー
ム

　

子
ど
も

か
ら
大
人
ま

で
大
人
気

の
カ
ブ
ト
ム

シ
ド
ー
ム
が

オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
こ

と
し
も
ド
ー

ム
内
に
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
が
観
察

で
き
る
“
ク
ワ
ガ
タ
ハ
ウ
ス
”
が

登
場
し
、
カ
ブ
ト
ム
シ
と
併
せ

て
、
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
も
観
察
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
８
月
に
か
け
て

次
々
に
発
生
す
る
見
込
み
で

す
。こ
の
ド
ー
ム
の
最
大
の
特
徴

は
間
近
に
い
る
カ
ブ
ト
ム
シ
や

ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
に
触
れ
て
観
察

で
き
る
こ
と
で
す
。
虫
た
ち
の

力
強
い
動
き
を
体
感
し
身
近
な

自
然
を
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。

公
開
期
間

８
月
中
旬
ま
で
（
予
定
）

※
カ
ブ
ト
ム
シ
、
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ

の
発
生
期
間
の
み

公
開
時
間　

９
時
30
分
～
18
時

（
入
場
は
17
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
森

※
最
寄
り
駐
車
場
は
第
７
駐
車
場

ふ
る
さ
と
の
涼 

ひ
ば
の
里

　

昔
懐
か
し
い
体
験
が
い
っ
ぱ

い
！
夏
の
お
菓
子
作
り
や
竹
の

水
鉄
砲
作
り
、
夏
野
菜
の
丸
か

じ
り
な
ど
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く

さ
ん
！「
さ
と
や
ま
屋
敷
」で
は
、

和
を
テ
ー
マ
に
山
野
草
や
苔
玉

で
室
内
が
飾
ら
れ
ま
す
！

　
　
　４

万
本
の
ひ
ま
わ
り
畑

　

丘
一
面
に
約
４
万
本
の
ひ
ま

わ
り
が
咲
き
広
が
り
ま
す
！

開
花
時
期

７
月
下
旬
～
８
月
上
旬

と
こ
ろ　

ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場　

※
最
寄
り
駐
車
場
は
第
２
駐
車
場

赤
と
白
の
タ
イ
タ
ン
ビ
カ
ス

　

１
８
３
０
株
の
タ
イ
タ
ン
ビ

カ
ス
が
次
々
と
咲
き
ま
す
！

開
花
時
期

７
月
下
旬
～
９
月
下
旬

と
こ
ろ　

み
の
り
の
里

※
最
寄
り
駐
車
場
は
第
２
駐
車
場

※
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、

電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

広島交響楽団
指揮とヴァイオリンの独奏に、元ＮＨＫ交響楽団コンサートマスターで長

二男を迎え、モーツァルトの歌劇「フィガロの結婚」など名曲をお届
けします。

庄原市民会館
☎0824‐72‐4242
生涯学習課社会教育係
☎0824‐73‐1188

庄原市演奏会

庄原市民会館、食彩館しょうばらゆめさくら、ジョイフル、
ザ・ビッグ庄原店、ウイル西城、東城自治振興センター

チケット販売所

演奏曲目

問い合わせ

主催　公益財団法人 日本交響楽振興財団、ＮＰＯ法人庄原市芸術文化センター、庄原市教育委員会

モーツァルト：歌  劇「フィガロの結婚」Ｋ.492～序曲
モーツァルト：ヴァイオリン協奏曲第５番イ長調Ｋ.219「トルコ風」
ヴェートーベン：交響曲第５番ハ短調Op.67「運命」

＊庄原市民会館での購入に限り友の会会員の方は10％割引
＊未就学児の入場はご遠慮ください。
＊無料の託児サービスをご利用ください。（要予約）

全席自由

と　き　７月３１日（日）開演１５時(開場１４時３０分)
ところ　庄原市民会館　大ホール
入場料　一般　３,０００円（当日３,５００円）
　　　　高校生以下　無料（要整理券）

＜広島司法書士会所属＞広島北部司法事務所
〒727-0013　広島県庄原市西本町四丁目20番17号　バルナシュB２階  TEL0824-72-2315（要予約）

●不動産の名義変更
●相続登記・遺言
●借金の整理

司法書士　飯田　一生

（訴訟代理権認定第524014号）（司法書士登録番号828号）

詳しくはホームページに書いています。

業務のご案内業務のご案内

庄原　司法書士 検索

●成年後見
●会社の登記
●簡易裁判所訴訟代理等

《広島司法書士会所属》

広告 配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話しください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金　９時～ 17 時（年末年始・祝日除く）]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間電話相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時

広報しょうばら／ 2016.7　32 33　2016.7 ／広報しょうばら
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しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　８月９日（火）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

８月

市公式フェイスブックページ
庄原いちばん ええね！更新中！
https://www.facebook.com/shobara.ichiban

帝
たいしゃく

釈名
な ご え

越岩
いわかげ

陰遺
い せ き

跡学校給食について発信中！
～市公式Facebookページ「庄原いちばん ええね！」～

時悠館   ☎ 08477-6-0161

開館：９時～17時　休館：水曜（祝日開館・翌日休館）・年末年始

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

７月・８月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶比和牛供養田植に行きました。当日はあいにくの天
候でしたが、供養牛が入田する２時間前に現地につく
と、４年に１度の伝統行事を写真に収めようとするカ
メラマンがすでにぎっしりと良い場所を確保していま
した。行事は一部予定を変更して行われましたが、出
演者の皆さんは練習に本番にお疲れさまでした。
▶食育コーナーにもありますが、行政管理課広報統計
係では市公式フェイスブックページに毎日記事を投稿
しています。関係各課・各支所の「ええね！レポーター」
に任命された職員が投稿の原稿を作成するのですが、
新入職員などの若い人がよく任命されます。レポー
ター自身も原稿のネタを探しながら庄原の良い所を再
発見し、庄原をもっと好きになってほしいですね。

７月・８月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室　（生藍染め）
　と　き　７月25日㈪
　　　　　①９時～12時　②13時30分～15時30分
　参加費　4,900円
　定　員　①②各12人
▶展示・イベント
○土曜夜市
　と　き　８月６日㈯　18時30分～21時
　ゲームやライブイベントが盛りだくさん！おいし
いものいっぱいでお待ちしています！※雨天中止
○夏まつり
　と　き　８月10日㈬～16日㈫
・朝どり市は８月12日㈮～15日㈪は８時から営業
※８月12日㈮～14日㈰８時～10時は朝どり市、特
設テントでお盆用切り花販売
・ミルク缶重量当てクイズ
　期間中いつでもご参加ください！豪華商品を用意
しています！

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
読書感想画展
とき　８月８日㈪～10日㈬　10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

７月24日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023
31日（日）細川医院 ☎08477-2-0054

８月７日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
11日（木）日伝医院 ☎08477-2-2180
13日（土）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
14日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
15日（月）三上クリニック ☎08477-2-1151

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

平成28年５月末現在

♬
ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問教育総務課 ☎ 0824-73-1186

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　　３７，２００人　　（前年比－６５５人）　
男　　　１７，６２０人　　（前年比－３０７人）　
女　　　１９，５８０人　　（前年比－３４８人）　
世帯数　１５，８４１世帯　（前年比－８０世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３２１人（前年比－１０人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１８，４９６人（７，９２７世帯）
○西城地域　　３，６３６人（１，４７９世帯）
○東城地域　　８，２２０人（３，６６５世帯）
○口和地域　　２，０９３人　　（８１８世帯）
○高野地域　　１，８７２人　　（６９０世帯）
○比和地域　　１，４５６人　　（６２２世帯）
○総領地域　　１，４２７人　　（６４０世帯）

と　き　７月 25 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　熱

あ つ た

田　修
しゅうじ

二（トランペット）
　　　　須

す だ

田　幸
ゆきはる

春（パーカッション）
演奏曲目　「ビタースイートサンバ」「夜空のトラン
　　　　　ペット」「明日があるさ」ほか
▶熱田　修二…島根県出雲市出身。中学校よりトラン
ペットを始める。高校卒業後ヤマハのネム音楽院で１
年間学び、1971年に上京。19歳の時「森寿男とブルー
コーツ」でプロになって以降、多くのレコーディング
に参加。サミー・デービス Jr. などのビッグアーティ
ストの日本公演にも参加。また、アルバムを複数リリー
ス。現在は出雲や東京などでコンサート活動を行う。
▶須田　幸春…陸上自衛隊広島第13音楽隊在籍中に
ドラム・パーカッションを担当。退職後、出雲を中心
にドラムの演奏活動を行っている。現在、雲南市のラ
メールジャズオーケストラでドラムを担当している。

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●債権収納課　　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

　写真は、東城町帝釈未渡にある帝釈名越岩陰遺跡の全景で
す。遺跡は、天然記念物「雄橋」の下手で帝釈川に注ぐ、支
流の未渡川を約１．２km さかのぼったところにあり、県道
４５２号線沿いの名越集落からは下流約３００ｍのところに
あります。
　遺跡は、昭和 38 年に帝釈峡遺跡群の最初の遺跡分布調査
で発見されました。昭和 41 年から 44 年まで４次にわたっ
て調査が行われ、今から約７千年前の縄文時代早期から弥生・
古墳時代以降も利用されていたことがわかりました。岩陰に
は穴になったところが二つあり、写真左側の大きな穴のほう
が住居として利用されていました。
　規模の小さな遺跡ですが、縄文人が暮らした住居の様子が
わかりました。縄文後期（約３千年～４千年前）の住居では、
岩びさしの下に柱穴列があり、内側にも中を二つに間仕切り
するかのように柱穴列がのびています。内部には、炉跡や貯
蔵用の穴があり、奥側の岩壁よりには埋葬（成人女性の屈葬）
がみられました。この人骨は時悠館で展示しています。住居
の前を覆うための柱穴列は、国内の洞窟・岩陰遺跡では他に
例がありません。
　また遺物では、縄文晩期のイネの籾

もみあと

痕がついた土器底部（広
報しょうばら 2012 年 10 月号で紹介）や後期の収穫具と思
われる抉

えぐり

入り石器などがあり、縄文時代の農耕に関連して注
目されます。
　遺跡は昭和 60 年に広島県史跡に指定されました。

【お詫びと訂正】
　広報しょうばら６月号の裏表紙「フォトコン写真館」の記事の中で、
安部龍正さんの作品名「氷華」を、誤って「氷果」と記載しました。
訂正し、お詫びいたします。

　学校給食では、栄養バランスのとれた豊かな食事を子どもた
ちに提供しています。また、新鮮でおいしい地元食材を生かした
行事食や郷土食を、生産者などの皆さんのご協力のもと、献立に
取り入れています。子どもたちにとって日常生活の一部となって
いる給食は、地域の農業や食文化を自然と知ることができる場で
もあるのです。
　庄原市の学校給食について、多くの方々に知ってもらい、学校
給食への興味、理解を深めるきっかけとするため、昨年９月から
週に２回程度、市公式フェイスブックページ「庄原いちばん　え
えね！」で情報を発信しています。フェイスブックページでは日々
の学校給食献立・食材選定などへの栄養士の思いや、給食調理に
対する調理員の思い、調理風景、子どもたちの給食時間の様子な
どを投稿しています。
　投稿にはいつも多くの『いいね！』をいただいています。皆さ
んの関心の高さを改めて感じ、身の引き締まる思いです。
　今後ともご意見・ご理解・ご協力をよろしくお願いいたします！

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。

実施日 会　場 受付時間

７月16日㈯ ジョイフル 11時30分～15時30分

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

▲総領小学校配膳風景

６月22日の投稿▶
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